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モホロピチヅ b 居中の地震についてーーその 1(速度〉

高 木 車普

~ 1.序

その後他の多くの地震を詳しく調査した所，従来のモホロピチック居では解決のつかたい三三の

初動分布に接した。それを解決するためには，どうしても松沢武堆博士が発見された様に(1)との

唐を二つに分けたければたらない事.に気付いた。さうすると，今迄奇妙だと思っていた初動分布が

簡単に解決したので・ある o それと同時にとれ等の屠の厚さも求められたし，その居中のP波の速度

も求められた。従ってとの論文は叉震源第8報(2)の続きとも言へるo 震源第8報ではモホロピチ

ツク屠以下に於けるP波の速度分布を求める新しい

方法と，それによって求められた速度とを発表した

のであったが，今回はそれに求めなかったモホロピ

チック居中の速度を求める事になったので・ある。

~ 2.層の厚さと速度

A 浅い地震の震央が決まるとF波の走時曲線が求ま

Fig.l 走時曲線解析 る。叉それと同時にP，，-，Sの走時曲線も求める事が出

来る o 後者より震央に於ける p，...，sを推定する事が出来，とれから深さが求まる。しかし今はまだ

速度が求まっていたいので，当、

分の問，地震の深さのかわりに

震央に於ける pr.... Sで代表させ

る事にして沿く。とれをくp，..."

S)~ ，e記さう。吹に前者より P

波の速度が求まる。それと同時

に転向円の半径も求まる。第 1

図を参照せられたい。かうして

求めたものが第 1表に掲げてあ

る D1'は小さい方の転向円の
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Fig. 2 (P"，-，S)oと VI， V2， Vの関係

骨 中央気象台研修所

( 1) '1'. Matsuzawa: Observation' of Some of Recent Earthquakes、 and their Time;"， Distance 

Curves. Part 1 震研糞報第5巻日目 4(929) 

(2) 高木聖:震源第 8報 海 と 昼 第26巻昭23(1948)及び験震時報本巻
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半径であり D
2 は大きい方のそれで・ある。 V2は後に，桧沢唐 IIとi呼ぶ居中の P波の速度であり

，Vはモホロピチック屠より下の部分のそれで-ある。とれを図示すると第 2図第3図となる。

第 2図をよく見ると ，(P""S¥，が O秒""3.0秒までの地震に対しては V2V が求まつτいぞが，

(P"-'S)(1が 3.0秒""6.5

秒のものはVだけしか求

ち後に松沢居Iと呼ぶ屠

中の P波の速度 V1 が求

まってもよい筈である

が，Ðl が小さいので，実際には求まらない。との (P~5)。が 3.0 秒の所に一つの不連続がある
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Fig. 3 (P~S)o'と Dl ， D2 の関係

まっていない。とれは叫

も求められたくはないが'

あまりはっきりとは求ま

らない O 同様の事が (P

"，，5)。が 3.0秒以下のも

のについても言える o ldP 

XItI. D 

事は第3図を見るとよりー屠明らかとなる o ~fj ち転向円の半径が二つ求まる j計とーつしか求まらな

い所が出来ている O かうして、(P""S)。が 3.0秒の月rrに不連続がある事が分る。そとでとの不連続

の唐のj享さを求めるのであるが，との屠に於けるP波の速度が，求まらない事には求めるわけにゆ

かない。しかしとれは既に種々の方法で求められて沿り ω，大体 5.0km/secと言う事になってい

る4さうするととの屠の厚さは 20kmとなる。 とれは桧沢博士が求められたものと全く同じ値で

あるω。との屠の事を桧沢居 Iと呼ぶ事にしたい。その下では速度が 6.3km/secと':>Rまっている

ので計算の結果 30kmとなる。 との居の事を松沢j膏Hと呼ぶ事にしたい。 さうするとモホロピチ

ック麿は桧沢屠 Iと松沢屠Eとから出来ている事となり結局モホロピチック屠の厚さは 50kmとな

る口それを第 4図に示して語いた。

そとで転向円の半径 Dr.D2 がとれ等の関係を満込じているか計算してみよう。第5図の様に震

源 Oより l直接観測点へ行く陀要する時聞を t1，松沢居IIにもぐっで来るものを ι，もうーっその

下を通って来るものをむとすれば，震央 0'から観測点までD 距離をムとすれば，震源の深さを h

とし-c，

t，=νE2+.か一
Vl 

(3) くじ参照

く4) く1)参照

- 39-
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Fig. 4 モホロビテツタ厨の構造

I t2-=白ヨ二 (2H1-h)寸
V1V2 

Fig. 5 P 波の進路 I

_，vV2
- V1
子 、/V2

3-'V V -01- (2H1-h)+ 2 一-V_'2 -H2+ヲ7
ViV V2V V  

となる。 t1=九より小さい方の転向円の半径D1が求まり，

2H1-h T'¥ I'O TT  C"J. I V2
2 h3 

D12ー 2uf一一2一 D1一 (2H一的3+玄2二瓦τ=0、/V22-V1
、V2

を満足する1)1がそれで、ある o チくに九=んより大きい方の転向円の半径 D2が求まり，

o 

く2)

(3) 

(4) 

=一生互((ゾV2-~_，vV~主主~l (2H'!-h) +2ピ巴ブ2
2

HJ  (5) 
V-V2 L¥ V1V Vl V2 J'---. V2 V --~ J 

となる。

とれに v1=5.0km/sec，v=6.3km/sec， V=7.5km/sec， H1=20km， H2=30kmを入れて計算

す~と ， h=Okmの時 D!= 122km， D2 = 246kmとなり ，h=20kmの時 D1=28km，D2=227km 

となる。

ヨたに第 6図の場合を考えると t'tは

. h H， 
t' 1 十~~ 1 • '1 

V2 COS Z2 Vl COS ZI (6) 

ムニhtan z'2+Hl tan Z'1 

よりオミまり， f2は

f 一一 V2てV2
2
ー で 二(2H2-h) +一一空空三竺と一~-Hl+::V2 VゾV2-九/• V1 VゾI泊二五i2 (7J 

より求まるo 乙れより t'1 = t'2たるムを求めると，とれが転向円の半径 D'となり ，h=Okmの時，

D1=227km， h=30kmの時，D'=78kmとなる。

とうして求めたものが第3図の太破線である口

乙の線と観測値の黒点とをよく較べてみると，大体よく一致している様に思えるo とれは実際に

於ても， • V1 = 5. Okm!sec，的=6.3km!sec，V =7. 5km!sec， H1 =20km，H2=30kmとなっている

事を示すものである o

S 3. 結

以上を簡単に要約すると，モホロピチック屠の厚さは 50kmでありそれが叉二つに別れていて，

~ 40-
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Fig. 6 P波の 進路 II

v， 

V 
孟

v 

地&

上の唐を松沢屠Iと呼び，厚さ 20km，P波の速度5.0km/see，その下の屠は松沢屠IIと呼び，厚

さ30km，P波の速度 6.3km/secである。モホロピチック屠より下では，P波の速度は 7.5kmと

たっている。とうなると初動分布はいよいよ岩升爆発説に有利であって，今迄不思議だと思はれて

いた初動分布が殆んど解決がつく。とれについては次報を御期待下さい。

一一昭 24.9. 28一一

On the Origin of Earthquake (the 9th paper) 

On velocitiesof seismic waves in the Mohorovicie layer 

S. TAKAGI (Training School for Meteorological Observer) 

The" Mohorovicie layer is constructed of two layers "which may be caUed the Mastuzawa 

1 and II layers respectively. The upper one is the Matsuzawa 1 layer田ldthe lower is the 

Matsuzawa 11 layer. Thickness of the upper one is 20 km， that the lower one is 芦Okm

as shown in Fig. 4. Velocity o~ P wave in the Matsuzawa II layer is 6.3km/sec. 

and that under the Matsuzawa II layer is 7. 5 km/sec. The above results are obtained by 

analysis of the travel"time distance curves. 
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